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論文内容の要旨

NaCI0 3 の単結晶に外部磁場をかけた場合の Cp5 の nuclear spin lat�ce relaxation について通常の

saturationの方法と double resonanceの万法によって研究した。百から数千エルステッドまで， T1の磁場強

度への依存性はなく，また角度依存性の測定からムm=l による relaxation がムm=2 によるよりも大き

し、事が明らかになったの測定結果を Bayer と Chang のquadrupole relaxationの両理論(分子の廻転振動ま

たは格子振動)で比較検討したところ，常温で、は励起振動状態の寿命に適当な値を仮定する事により，前

者の理論による T1 の計算に王女する口

dou ble resonance の方法により nuclear Overhauser 効果，即ち， enhanced a bsorption と induced emission 

を観測したが， inhomogeneous broadening を:考慮すれば，エネ jレギ一子供{立の population の rate equation 

在解~\て期待される結果に一致するの

この結品のCp5 の Chemical shift を electric quadrupole interaction の主軸に並行または1Jï~直に外部磁場

をかけて測定し，約10%の異方性を観測したの この異万性と shift の絶対値は second order paramagnetic 

shift の計算により確かめられた今

論文の審査結果の要旨

木論文は塩素酸、ノーグの塩素核の核磁気共鳴の研究であるゥこの結品の塩素核の共鳴の研究はこれまで

も数多く行なわれている η しかし，核スピンの緩和機構について未解決のところが多いョ即ち，核四重樹

共r~~周波数の温度変化についての櫛田の研究によると，塩素酸イオンの回転振動がその原内と考えられる

に反して，スピン格了ー緩和の温度変化および超白波飽和の研究からはデパイ流の格子振動が主なる原因で

あるようである。この点を追及したのが本論文の 4つの日的であるつもう一つの目的は四重極相互作用に

よって大きく分れた共鳴線の飽和によって核磁気共鳴に相当する共鳴線の誘導幅射，あるいは吸収の増大，

つ
ι



すなわち核オーバーハウザー効果を研究することであるつ

単結晶における等価な核による三種の共鳴の飽和を測定することによって磁気量子数mに対してムm二

土 1 およびムm二士 2 の転移確率を独立に定め，これをもとにして緩和機構を解析している。その結論と

して，他のいろいろの研究と両立するような緩和の成因は，塩素酸イオンの回転振動とデ、パイ流の格子振

動が結合したような運動を考えねばならぬことがわかった口また，第二の目的である核オーバーハウザー

効果も計算通りにおこっていることを実験によって示した口このような研究は本論文が最初のものである口

最後に，核四重極相互作用の大きい核についての化学シフトを測定した口これも固体に関しては本研究

が最初のものである。この結品では大きい軸対称の四重極エネノレギーをもつにかかわらず，化学シフトは

値は大きいが大体球対称性をもつことがわかった凸 これを Sp3 混成軌道を仮定して計算し，そのモデルで、

よく解釈されることを示している口

以上のごとく本論文は四重極相互作用の大きい核の緩和機構，化学シフトなどに新しい知見を得ると共

に，始めてこのような場合の核オーバーハウザー効果を実験したものであって，この方面の研究の発展に

相当の寄与を行なったものと考えられる。よって河盛君の論文は理学博士の論文として十分の価値あるも

のと認められる。
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